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（１）令和７年夏号 しのだやま 第２２５号

第３２代 第３７普通科連隊長
兼 第３４代 信太山駐屯地司令

１等陸佐 伊藤 亮基

生年月日
昭和５２年２月９日（４８歳）

出 身

兵庫県

学 歴

関西大学大学院（法学研究科）卒

第３６普通科連隊 （ 伊 丹 ）
第１０師団 第３部 防衛班長 （ 守 山 ）
第３３普通科連隊 第１中隊長 （ 久 居 ）
陸上幕僚監部 装備部 （ 市ヶ谷 ）
陸上幕僚監部 教育訓練部 （ 市ヶ谷 ）
陸上幕僚監部 人事教育部 （ 市ヶ谷 ）
教育訓練研究本部 （ 目 黒 ）
陸上幕僚監部 人事教育部 （ 市ヶ谷 ）
第３師団司令部 第３部長 （ 千 僧 ）
中部方面総監部 法務官 （ 伊 丹 ）

３月24日付で第37普通科連隊長兼ねて信太山駐屯地司令に着任しました伊藤１佐です。
信太山自衛隊協力会をはじめとする協力諸団体の皆様、隊員諸官、隊員ご家族の皆様

には、信太山駐屯地並びに第37普通科連隊の各種活動に対して格別のご支援・ご協力・
ご理解をいただき、深く感謝申し上げます。
昨年度は、「０６陸上自衛隊演習」「南海レスキュー２０２４」「ＨＴＣ訓練」など

信太山駐屯地として、また、第３７普通科連隊として、部隊・隊員諸官の努力により各
種の厳しい訓練を乗り越え、任務遂行能力の向上を図って参りました。また、先般実施
しました信太山駐屯地創立68周年記念行事では約８千人に及ぶ地域の方々のご来場をい
ただき、身をもって地域の方々に大切にされている駐屯地であることを実感いたしまし
た。今年度も早４か月が経過しましたが、これらの成果の上に少しでも練度を積み上げ、
より厳しい任務にも対応できる強靭な部隊の育成に励むとともに、引き続き、「明るく
信頼される駐屯地」を目指し、少しでも地域の皆様に理解され、愛される自衛隊を育成
していく所存です。
最後になりましたが、関係者の皆様にはこれまでと変わらぬご支援・ご協力・ご理解

をいただくようお願い申し上げるとともに、酷暑の折、皆様のご健勝をお祈り申し上げ、
着任の挨拶とさせていただきます。

勤務歴

着任のごあいさつ

プロフィール

いとう よしき



（２）令和７年夏号 しのだやま 第２２５号

信
太
山
駐
屯
地
（
司
令

1
等
陸
佐

伊
藤
亮
基
）
は
、
令
和
７
年
６
月
１
日
、
信

太
山
駐
屯
地
創
立
68
周
年
記
念
行
事
を
挙

行
し
ま
し
た
。

直
前
ま
で
の
予
報
を
覆
し
て
、
晴
天
に
恵

ま
れ
実
施
さ
れ
た
本
行
事
に
は
、
担
任
隊
区

（
大
阪
・
和
歌
山
）
か
ら
多
数
の
国
会
議
員
、

各
自
治
体
首
長
・
議
員
、
協
力
諸
団
体
代
表

等
の
来
賓
の
ほ
か
、
約
八
千
人
に
の
ぼ
る
非

常
に
多
く
の
地
域
住
民
の
方
々
に
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

観
閲
式
に
お
い
て
観
閲
部
隊
を
前
に
観
閲

官
（
駐
屯
地
司
令
）
は
、
68
年
に
わ
た
り

信
太
山
駐
屯
地
と
共
に
歩
ん
で
き
た
歴
史
を

振
り
返
り
、
「
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
各

位
や
地
域
住
民
へ
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

国
際
情
勢
や
自
然
災
害
の
脅
威
が
増
す
中
、

自
衛
官
と
し
て
の
責
任
と
使
命
を
強
く
自
覚

し
、
日
々
の
訓
練
を
通
じ
て
知
識
・
技
能
を

磨
き
、
今
後
も
『
明
る
く
信
頼
さ
れ
る
駐
屯

地
』
を
目
指
し
て
い
く
」
と
式
辞
を
述
べ
、

引
き
続
き
訓
練
に
励
む
と
と
も
に
、
地
域
と

の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

式
典
後
に
は
、
菊
水
太
鼓
に
よ
る
力
強
い

演
舞
や
第
３
師
団
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
が
行

わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
続
く
訓

練
展
示
で
は
、
第
37
普
通
科
連
隊
第
４
中

隊
を
基
幹
と
す
る
増
強
普
通
科
中
隊
が
陣
地

攻
撃
す
る
様
子
を
展
示
、
銃
声
と
煙
が
立
ち

込
め
る
迫
力
あ
る
戦
闘
を
再
現
し
、
来
場
者

の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
訓
練
展
示
で
は
ヘ

リ
か
ら
７
階
建
て
の
建
物
に
降
下
し
た
隊
員

が
屋
上
か
ら
ロ
ー
プ
で
降
下
し
窓
を
破
っ
て

突
入
す
る
な
ど
、
緊
迫
感
あ
ふ
れ
る
実
演
が

披
露
さ
れ
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

多
く
の
来
場
者
に
支
え
ら
れ
、
地
域
と
共

に
歩
む
自
衛
隊
の
姿
を
力
強
く
発
信
す
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。



（３）令和７年夏号 しのだやま 第２２５号

第
37
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
７
年
４
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
の
間
、
饗
庭
野
演
習
場

に
お
い
て
令
和
7
年
度
＃
１
市
街
地
戦
闘
練
成
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
各
中
隊
の
市
街
地
戦
闘
指
導
部
要
員
の
育
成
を
目
的
に
、
市
街
地
に
お

け
る
武
器
の
安
全
な
取
り
扱
い
及
び
分
隊
以
下
の
基
礎
的
戦
闘
動
作
の
練
度
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

隊
員
た
ち
は
、
道
路
横
断
や
建
物
の
形
状
に
応
じ
た
進
入
・
索
敵
、
掃
討
要
領
を
反

復
し
て
実
施
し
、
各
所
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
映
像
を
用
い
て
行
動
を
振
り
返
り
、
効
果

的
な
練
成
に
繋
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
後
段
で
は
エ
ア
ガ
ン
を
使
用
し
た
模
擬
戦
闘
訓
練
を
行
い
、
よ
り
実
践
的

な
状
況
下
で
の
判
断
力
や
連
携
要
領
を
確
認
し
ま
し
た
。
訓
練
最
終
日
に
は
各
要
領
を

連
続
的
に
行
う
総
合
訓
練
を
実
施
し
、
一
連
の
動
作
を
通
じ
た
技
能
の
定
着
と
、
指
導

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

市街地コンテナの設置

コンクリートキャンバス
設置

側溝整備伐採作業

教
育
訓
練
基
盤
構
築

市
街
地
戦
闘
練
成
訓
練

第
37
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
７
年
４
月
２
日
か
ら
11
日
ま
で
の
間
、
信
太
山

演
習
場
及
び
青
野
ヶ
原
演
習
場
に
お
い
て
実
施
し
た
さ
れ
た
令
和
７
年
度
春
季
教

育
訓
練
基
盤
構
築
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
事
業
で
は
、
演
習
場
に
お
け
る
訓
練
を
実
際
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
で
き
る

よ
う
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
良
好
な
状
態
で
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
基
盤
構
築
で
は
、
市
街
地
戦
闘
を
想
定
し
た
訓
練
の
効
率
性
を
高
め
る

た
め
、
簡
易
市
街
地
訓
練
場
に
市
街
地
訓
練
用
コ
ン
テ
ナ
を
地
形
や
構
造
に
即
し

た
配
置
を
工
夫
し
て
設
置
し
、
実
戦
さ
な
が
ら
の
市
街
地
戦
闘
訓
練
が
可
能
な
環

境
を
整
え
ま
し
た
。

ま
た
、
視
射
界
を
妨
げ
る
下
草
や
枯
れ
木
等
の
除
去
作
業
を
実
施
し
、
訓
練
の

安
全
性
及
び
機
能
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
雨
水
の
排
水
機
能
を
強
化
す

る
た
め
、
溜
め
桝
へ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
キ
ャ
ン
バ
ス
設
置
作
業
も
行
い
、
演
習
場

の
機
能
維
持
に
貢
献
し
ま
し
た
。
連
隊
は
、
引
き
続
き
教
育
訓
練
基
盤
の
充
実
に

努
め
、
演
習
場
の
維
持
発
展
と
、
精
強
な
部
隊
の
育
成
を
図
り
ま
す
。



第
37
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
７
年
４
月
13
日
に
実

施
し
た
入
隊
式
を
皮
切
り
に
、
令
和
7
年
度
自
衛
官

候
補
生
課
程
教
育
を
開
始
し
同
年
6
月
30
日
に
無
事

修
了
し
ま
し
た
。

自
衛
官
候
補
生
た
ち
は
、
本
教
育
を
通
じ
戦
闘
訓

練
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
野
外
訓
練
、
体
力
練
成
、

射
撃
訓
練
等
を
行
い
、
自
衛
官
と
し
て
必
要
な
知
識

及
び
技
能
を
修
得
す
る
と
と
も
に
、
団
体
生
活
を
行

う
こ
と
で
、
団
結
力
や
協
調
性
を
涵
養
し
ま
し
た
。

７
月
１
日
か
ら
は
、
２
等
陸
士
に
任
官
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
新
た
な
配
属
先
で
後
期
教
育
を
受
け
、
各
職

種
の
基
礎
的
な
特
技
を
修
得
す
る
た
め
、
引
き
続
き

練
成
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

（４）令和７年夏号 しのだやま 第２２５号

令
和
７
年
度
自
衛
官
候
補
生
課
程

第
１
次
部
隊
射
撃
訓
練

第
37
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
７
年
６
月
４
日
か
ら
10
日
ま

で
の
間
、
日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
、
第
一
次
部
隊
射
撃
訓

練
と
し
て
、
手
り
ゅ
う
弾
、
84
ｍ
ｍ
無
反
動
砲
、
重
機
関
銃

及
び
Ｌ
Ａ
Ｍ
（
個
人
携
帯
対
戦
車
弾
）
の
実
弾
射
撃
を
実
施

し
、
練
度
の
維
持
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

各
部
隊
は
、
安
全
教
育
や
勤
務
予
行
等
を
綿
密
に
実
施
し
、

万
全
な
安
全
管
理
体
制
の
中
、
実
弾
射
撃
訓
練
に
臨
み
、
日

頃
の
訓
練
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
、
精
度
の
高
い
射

撃
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

善
行
隊
員
紹
介

第
37
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊
の
２
曹

窪
山

正
之
、
３

曹

柴
山

陽
介
及
び
３
曹

窪
田

孝
志
は
、
令
和
７
年
６

月
７
日
午
前
７
時
20
分
頃
、
日
本
原
演
習
場
か
ら
帰
隊
の

た
め
岡
山
県
美
作
市
県
道
51
号
を
走
行
中
の
と
こ
ろ
、
道

路
上
で
自
損
事
故
を
起
こ
し
た
90
代
女
性
に
対
し
応
急
救

護
処
置
を
行
い
ま
し
た
。

３
名
は
女
性
を
確
認
す
る
や
、
窪
山
２
曹
の
指
示
の
も

と
負
傷
者
の
応
急
処
置
及
び
現
場
の
安
全
確
保
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
警
察
、
救
急
車
の
手
配
及
び
交
通
誘
導
等

を
実
施
、
救
急
車
到
着
後
、
負
傷
者
を
救
急
隊
員
に
引
き

継
ぐ
と
と
も
に
、
警
察
へ
の
状
況
説
明
等
を
実
施
し
ま
し

た
。
窪
山
２
曹
は
「
日
頃
の
訓
練
を
活
か
し
、
迅
速
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
語
り
、
国
民
を
守
る
自
衛
官

と
し
て
の
使
命
を
体
現
し
ま
し
た
。

手りゅう弾投擲 ８４mm無反動砲

重機関銃 個人携行対戦車弾

銃貸与式

手りゅう弾投擲 小銃射撃

25km行軍



転
出
者

転
入
者

業
務
隊

１
尉

中
本
翔
大

中
方
総
監
部
（
阪
病
）

３
曹

中
本
翔
仁

６
即
機
連
（
美
幌
）

行
（
一
）
５

有
本
修

関
西
補
給
処
（
宇
治
）

行
（
一
）
３

油
布
智

石
垣
駐
業
（
石
垣
）

行
（
一
）
３

高
石
昌
毅

鳥
取
地
本
（
鳥
取
）

行
（
一
）
３

増
元
隆
太

川
内
駐
業
（
川
内
）

行
（
一
）
１

忠
岡
孝
弥

久
居
駐
業
（
久
居
）

３
直
支

1
尉

鈴
木
譲

西
方
後
支
（
勝
連
）

３
尉

油
田
友
哉

３
後
支
連
（
今
津
）

２
曹

阿
部
健
太

３
後
支
連
（
十
条
）

第
３
９
８
会
計
隊

３
尉

牧
原
佑
磨

３
９
８
会
計
（
和
歌
山
）

３
曹

平
岡
直
也

和
歌
山
地
本
（
和
歌
山
）

３
曹

和
田
真
典

４
４
２
会
計
（
与
那
国
）

第
３
１
８
基
通

２
曹

水
野
吏

自
サ
防
（
久
里
浜
）

３
曹

奥
野
雅
史

３
１
８
基
通
（
千
僧
）

３
曹

妹
尾
勇

３
１
８
基
通
（
千
僧
）

３
曹

西
川
史
陽

３
１
８
基
通
（
姫
路
）

連
隊
本
部

２
尉

遠
藤
幸
宏

大
阪
地
本
（
大
阪
）

本
部
管
理
中
隊

２
曹

福
本
優
太

２
水
機
連
（
相
浦
）

２
曹

梶
井
龍
一

中
即
連
（
宇
都
宮
）

３
曹

田
渕
晴
菜

中
シ
ス
通
群
（
伊
丹
）

士
長

山
口
千
智

３
偵
戦
大
（
今
津
）

第
１
中
隊

３
佐

満
尾
章

８
師
司
（
北
熊
本
）

１
曹

國
澤
友
一

中
即
連
（
宇
都
宮
）

２
曹

堀
内
康
生

49
普
連
（
豊
川
）

２
曹

寺
尾
嘉
雄

中
方
総
監
部
付
（
伊
丹
）

第
２
中
隊

曹
長

清
水
拓
郎

八
尾
業
（
八
尾
）

２
曹

藤
原
究

中
即
連
（
宇
都
宮
）

３
曹

渡
部
卓
也

評
価
支
隊
（
北
千
歳
）

第
３
中
隊

３
佐

山
下
宏
輔

中
方
総
監
部
（
伊
丹
）

２
曹

笠
松
和
彦

31
普
連
（
武
山
）

第
４
中
隊

３
尉

志
馬
航
太

36
普
連
（
伊
丹
）

３
曹

小
町
賢
史

１
空
挺
団
（
習
志
野
）

第
５
中
隊

１
曹

阪
口
豊

関
西
処
祝
園
（
祝
園
）

重
迫
撃
砲
中
隊

１
尉

沢
田
真
介

49
普
連
（
豊
川
）

１
曹

武
政
尚
利

青
野
原
駐
業
（
青
野
）

２
曹

黒
川
泰
和

八
重
山
警
（
石
垣
）

業
務
隊

１
尉

尾
上
智
紀

中
方
衛
生
隊
（
伊
丹
）

曹
長

飯
田
大
輔

７
後
支
連
（
東
千
歳
）

１
曹

佐
々
木
貴
広

関
西
補
給
処
（
宇
治
）

２
曹

竹
中
新

37
普
連
（
信
太
山
）

行
（
一
）
４

上
田
宜
和

徳
島
業
（
徳
島
）

行
（
一
）
３

寒
川
泰
敬

補
給
統
本
（
十
条
）

行
（
一
）
３

西
田
一
平

徳
島
業
（
徳
島
）

行
（
一
）
２

折
原
正
基

八
尾
業
（
八
尾
）

行
（
一
）
２

中
松
健
太

奈
良
地
本
（
奈
良
）

行
（
一
）
１

濱
岡
志
吹

出
雲
業
（
出
雲
）

行
（
一
）
１

中
野
明
衣

新
規
採
用

３
直
支

２
尉

荒
神
賢
治

13
後
支
連
（
海
田
市
）

警
務
隊

１
尉

中
羽
健
太
郎

１
２
８
地
区
警
（
富
士
）

２
曹

正
木
孝
憲

大
阪
地
本
（
大
阪
）

第
３
９
８
会
計
隊

２
尉

関
主
税

３
９
８
会
計
（
和
歌
山
）

２
曹

多
田
貴
和

大
阪
地
本
（
大
阪
）

２
曹

野
口
大
介

４
４
２
会
計
（
与
那
国
）

令和７年度３月転出者・転入者紹介
連
隊
本
部

３
佐

米
澤
良
幸

防
衛
大
学
（
横
須
賀
）

１
尉

砥
出
浩
樹

幹
候
校
（
前
川
原
）

２
尉

小
椋
聡

３
師
団
（
千
僧
）

本
部
管
理
中
隊

准
尉

高
見
誠
也

４
曹
教
（
大
津
）

１
曹

力
武
和
紀

西
方
情
報
隊
（
与
那
国
）

２
曹

竹
中
新

信
太
山
駐
業
（
信
太
山
）

２
曹

松
浦
燎

３
後
支
連
（
千
僧
）

２
曹

永
峰
梓

３
施
設
大
（
大
久
保
）

２
曹

𠮷
田
洋
三

７
後
支
連
（
東
千
歳
）

３
曹

竹
中
伶

水
機
偵
察
（
相
浦
）

３
曹

荊
尾
大
貴

中
即
連
（
宇
都
宮
）

３
曹

中
西
佑
輔

２
特
団
（
湯
布
院
）

士
長

𠮷
田
有
沙

北
方
総
監
部
（
札
病
）

第
１
中
隊

３
佐

玉
置
徳
和

14
旅
付
（
善
通
寺
）

１
曹

坂
本
拓
哉

４
曹
教
（
大
津
）

３
曹

岡
本
周

八
重
山
警
（
石
垣
）

３
曹

石
津
創

１
空
挺
団
（
習
志
野
）

士
長

尾
崎
遼

６
音
楽
隊
（
神
町
）

第
２
中
隊

２
曹

池
井
慎
太
郎

43
普
連
（
都
城
）

２
曹

池
ノ
内
大
地

３
師
付
（
千
僧
）

３
曹

鈴
木
啓
太

部
訓
評
（
滝
ケ
原
）

３
曹

大
谷
圭
史

25
普
連
（
遠
軽
）

士
長

鈴
鹿
功
紀

36
普
連
（
伊
丹
）

第
３
中
隊

３
曹

知
念
伸
幸

51
普
連
（
那
覇
）

第
４
中
隊

３
曹

船
木
孝
明

49
普
連
（
豊
川
）

３
曹

寺
峰
禎
博

中
即
連
（
宇
都
宮
）

３
曹

野
澤
輝
充

１
０
９
教
大
（
大
津
）

士
長

山
口
達
也

中
方
総
監
部
（
阪
病
）

１
士

伊
藤
巧

幹
候
校
付
（
前
川
原
）

第
５
中
隊

１
曹

水
木
重
静

34
普
連
（
板
妻
）

３
曹

吉
田
圭
太

幹
候
教
導
隊
（
前
川
原
）

重
迫
中
隊

１
尉

神
谷

敏
好

１
１
９
教
大
（
多
賀
城
）

２
曹

鉾
建
哲
生

高
工
校
（
武
山
）

２
曹

武
居
信

13
普
連
（
松
本
）

士
長

小
澤
剛

中
方
総
監
部
（
阪
病
）

士
長

宮
本
萌
那

３
０
４
保
警
（
伊
丹
）

士
長

大
谷
愛
果

海
上
自
衛
隊

（５）令和７年夏号 しのだやま 第２２５号

ホームページ InstagramX
（旧Twitter）

【イベント内容】
●SHINODA盆ダンス

●ヒップホップダンス

●各種屋台

その他、楽しいイベントが盛りだくさん！

●盆踊り

●納涼の館

●太鼓演舞

●訓練展示

告
知

QRコードを読み込んで
詳細をチェック！！

１中隊長３中隊長重迫中隊長



信太山自衛隊 協力会報

創
立
記
念
行
事

（６）令和７年夏号 しのだやま 第２２５号

信
太
山
自
衛
隊
協
力
会
は
、
令

和
７
年
６
月
１
日
に
行
わ
れ
た
、

信
太
山
駐
屯
地
創
立
68
周
年
記

念
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た

当
日
は
予
報
を
跳
ね
返
し
好
天

に
恵
ま
れ
、
観
閲
式
や
訓
練
展
示

等
、
隊
員
の
方
々
の
雄
姿
を
拝
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
頼
も
し
く
感

じ
る
と
と
も
に
、
協
力
会
の
主
催

す
る
祝
賀
会
食
に
は
和
泉
市
長
を

は
じ
め
、
国
会
議
員
の
方
々
や
各

首
長
等
、
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
大
変
貴
重

な
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

和
泉
支
部

花
田

隆
雄

忠
岡
支
部

和
田

吉
衛

泉
南
支
部

辻
野

成
博

信
太
菊
水
支
部

川
辺

和
宏

信
太
山
自
衛
隊
協
賛
小
栗
会

個
人
表
賞

団
体
表
賞

信
太
山
自
衛
隊
協
力
会

大
阪
府
隊
友
会

今
泉

佐
歌
江

和
歌
山
県
隊
友
会

久
保

祥
子

予
備
自
３
７
会

松
浦

正
弘

和
歌
山
県
自
衛
隊
家
族
会

池
上

洋
子

中
野

よ
し
美

信
太
山
を
応
援
す
る

和
歌
山
の
会

上
辻

之
則

信
友
会

北
本

一
行

業
務
隊

委
託
医
師

今
永

慶
志

駐屯地司令感謝状
受賞支部・受賞者紹介（敬称略）



協力会旗を利用
されたい支部に
ついては、協力
会事務局までご
連絡ください。

新
着
任
広
報
陸
曹

階級 ３等陸曹
名前 西谷 雅仁
出身 大阪府
年齢 ２６歳
趣味 カメラ

ドライブ

階級 ３等陸曹
名前 吉井 紘子
出身 高知県
年齢 ３３歳
趣味 旅行

（７）令和７年夏号 しのだやま 第２２５号

こ
の
度
、
連
隊
本
部
第
１
科
広
報
室
で
勤
務
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
吉
井
紘
子
と
申
し
ま

す
。
私
は
、
信
太
山
駐
屯
地
音
楽
同
好
会
に
所
属
し
て

お
り
、
音
楽
演
奏
を
通
し
て
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
広
報
室
で
部
隊
見
学
や
引
き
続

き
音
楽
演
奏
を
通
し
て
駐
屯
地
の
Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
、

入
隊
希
望
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
、
第
37
普
通
科
連
隊
第
２
中
隊
か
ら
、
連
隊

本
部
第
１
科
広
報
室
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な

り
ま
し
た
。
広
報
陸
曹
と
し
て
主
に
新
聞
及
び
広
聴
関

係
を
担
当
し
ま
す
が
、
趣
味
の
カ
メ
ラ
を
活
か
し
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
積
極
的
に
活
用
し
信
太
山
駐
屯
地
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
、
駐
屯
地
へ
の
理
解
促
進
、
入
隊
希
望
者
の
獲

得
に
貢
献
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

信
太
菊
水
支
部
研
修
旅
行

信
太
山
自
衛
隊
協
力
会

信
太
菊
水
支
部
は
令

和
７
年
度
の
研
修
旅
行
と
し
て
鹿
児
島
県
を
訪
れ
、

鹿
屋
航
空
基
地
資
料
館
や
吾
平
山
上
陵
を
巡
り
ま

し
た
。

特
攻
作
戦
で
多
く
の
隊
員
が
出
撃
し
た
鹿
屋
基

地
や
、
歴
史
的
・
精
神
的
に
重
要
な
吾
平
山
上
陵

を
訪
れ
、
参
加
者
一
同
、
先
人
の
思
い
と
平
和
の

尊
さ
を
深
く
胸
に
刻
み
ま
し
た
。
ま
た
、
旅
の
途

中
に
は
桜
島
の
噴
火
と
い
う
貴
重
な
自
然
の
姿
に

も
触
れ
ま
し
た
。

過
去
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う
、
歴
史
を
知

り
、
心
に
留
め
る
こ
と
は
私
た
ち
の
責
務
で
す
。

協
力
会
と
し
て
も
、
自
衛
隊
が
果
た
す
平
和
維
持

の
役
割
を
支
え
続
け
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
再

認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
信
太
山
駐
屯
地
が
「
明
る
く
信
頼
さ
れ

る
駐
屯
地
」
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



（８）令和７年夏号 しのだやま 第２２５号


